
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

制
度

 

　
１８
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
や
、
ご
両
親

の
い
な
い
お
子
さ
ん
と
そ
の
養

育
者
の
医
療
費
の
う
ち
、
保
険

診
療
分
の
一
部
負
担
金
を
助
成

し
ま
す
。

【
対
象
条
件
】

・
前
年
中
の
所
得
に
対
し
て
所

得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
世

帯
で
あ
る
。

・
健
康
保
険
（
国
保
・
政
管
健

保
・
共
済
等
）
に
加
入
し
て
い

る
。

・
医
療
費
の
自
己
負
担
分
に
つ

い
て
他
制
度
か
ら
助
成
を
受
け

て
い
な
い
。

・
同
一
地
番
内
に
親
族
等
の
別

世
帯
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
生

計
等
が
別
で
あ
る
。

※
申
請
さ
れ
た
翌
月
か
ら
の
助

成
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
課
　
医
療
年
金
係

蕁
５３
│

３
１
１
５

お知らせ

平成２０年７月号 広　報　か　み （ 　）１６

 国保だより

◆平成20年度国民健康保険税が決定しました

　国保税は皆さんの医療費にあてられる大切な財源です。忘れずに納めましょう。

※後期高齢者医療制度の開始に伴い、新たに後期高齢者支援金分を全被保険者にご負担していただくことと
なりました。介護納付金分は、40歳以上65歳未満の方がいる世帯について、国民健康保険税として負担し
ていただいています。
※最高額の基礎分は56万円から47万円に軽減されました。
※所得金額によっては、均等割・平等割額の７割、５割、２割を軽減する制度があります。
 
◆平成20年10月より国民健康保険税の特別徴収（年金からの天引き）が始まります
 
 現在、国民健康保険税は世帯主に課税され、納付書および口座振替のいずれかの方法により納税していた
だいておりますが、10月より下記の条件をすべて満たす世帯主は原則として、年金より天引きとなる「特別
徴収」という納付方法に変わります。
 
 　＜特別徴収の対象者＞
 　　・世帯内の国保被保険者全員が65歳以上75歳未満の世帯の世帯主（擬制世帯主は除く）
 　　・年額18万円以上の年金を受給している場合
 　　・介護保険料と国民健康保険税の合算額が年金受給額の2分の1を超えない場合
 
 
 上記の条件に該当しない方の国民健康保険税の納付は、従来どおり納付書および口座振替のいずれかの方
法となります。
 なお、特別徴収の額につきましては、７月中旬に発送します、平成20年度国民健康保険税の納税通知書を
確認してください。
 また、平成20年度に国保に加入された方で、以前口座振替をご利用していた場合には、金融機関等の口座
名義に変更がないか、再度ご確認していただきますようお願いします。
　口座等の確認については、収納管理課へお問い合わせください。
 
 【問い合わせ先】　保険課 国保係　蕁53－3115 、収納管理課 第一係　蕁53－1095

所得割

資産割

均等割

平等割

最高額

6.3%

34％

21,000円

15,000円

470,000円

2％

6％

6,000円

6,000円

120,000円

2％

6％

7,000円

6,000円

90,000円

平成19年中の所得金額－基礎控除（33万円）

平成20年度の固定資産税額に対する

被保険者１人につき

１世帯につき

１世帯につき

区分 説　　明
国   保   税

基礎分 後期高齢者
支援金分

介護納
付金分



○
実
施
計
画
の
概
要

〜
新
し
い
健
診
・
保
健
指
導

の
考
え
方
〜

【
計
画
の
趣
旨
】

 

少
子
高
齢
化
の
急
激
な
進
行
、

経
済
成
長
率
の
低
迷
、
食
生
活

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

伴
い
、
疾
病
構
造
が
変
化
し
、

疾
病
全
体
に
占
め
る
心
疾
患
、

高
血
圧
症
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、

糖
尿
病
、
が
ん
等
の
生
活
習
慣

病
が
件
数
、
費
用
額
と
も
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
香
美
市
の
医

療
費
に
お
い
て
も
、
４０
〜
７４
歳

ま
で
の
総
医
療
費
の
３８
％
が
生

活
習
慣
病
で
占
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す

る
た
め
、
生
活
習
慣
病
を
中
心

と
し
た
疾
病
予
防
を
重
視
す
る

こ
と
と
し
、
「
高
齢
者
の
医
療

の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
お

い
て
、
医
療
保
険
者
に
対
し
て

４０
歳
以
上
の
被
保
険
者
を
対
象

と
す
る
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に

着
目
し
た
健
診
お
よ
び
保
健
指

導
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

 

「
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
健

康
を
増
進
し
、
生
活
習
慣
病
等

を
予
防
す
る
こ
と
」「
医
療
費

の
適
正
化
を
図
る
こ
と
」
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

【
計
画
の
期
間
】

 

特
定
健
康
診
査
等
基
本
指
針

に
沿
っ
て
５
年
ご
と
に
策
定
し
、

定
期
的
に
見
直
す
も
の
と
し
ま

す
。
な
お
、
第
１
期
計
画
は
、

平
成
２０
年
度
か
ら
平
成
２４
年
度

ま
で
と
し
ま
す
。

 

【
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

と
は
】

○
特
定
健
康
診
査
は
、
糖
尿
病

等
の
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重

症
化
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
特
に
内
臓
脂
肪
症
候

群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
）
の
該
当
者
や
予
備
群
を

減
少
さ
せ
る
た
め
の
特
定
保
健

指
導
を
必
要
と
す
る
人
を
、
的

確
に
抽
出
す
る
た
め
に
実
施
す

る
も
の
で
す
。

○
特
定
保
健
指
導
と
は
、
特
定

健
康
診
査
の
結
果
に
よ
り
、
健

康
の
保
持
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
人
に
対
し
て
、
毎
年
度
、
計

画
的
に
実
施
す
る
動
機
付
け
支

援
・
積
極
的
支
援
（
＊
１
）
を

い
い
ま
す
。

○
特
定
保
健
指
導
は
、
対
象
者

が
自
ら
特
定
健
康
診
査
の
結
果

を
理
解
し
て
、
体
の
変
化
に
気

づ
き
、
自
ら
の
生
活
習
慣
を
振

り
返
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
習

慣
を
改
善
す
る
た
め
の
行
動
目

標
を
設
定
し
ま
す
。
そ
れ
を
実

践
で
き
る
よ
う
保
健
師
等
が
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

（
＊
１
）
動
機
付
け
支
援
・
積

極
的
支
援
：
健
診
結
果
と
問
診

に
基
づ
き
、
生
活
習
慣
病
な
ど

の
リ
ス
ク
要
因
の
数
か
ら
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
（
①
情
報
提
供

②
動
機
付
け
支
援
　
③
積
極
的

支
援
）
に
階
層
化
し
て
、
②
と

③
の
グ
ル
ー
プ
に
特
定
保
健
指

導
（
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂

質
異
常
症
の
治
療
に
係
る
薬
剤

を
服
用
し
て
い
る
者
を
除
く
）

を
実
施
し
ま
す
。

 
【
現
状
分
析
】

 

４０
〜
７４
歳
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
平
成
１７
年
度
基
本
健

康
診
査
受
診
率
は
、
２７
・
２
％

で
し
た
。
年
齢
層
別
で
は
、
６５

〜
７４
歳
の
受
診
率
は
３１
・
４
％

と
高
く
、
逆
に
４０
〜
６４
歳
の
受

診
率
は
２３
・
４
％
と
低
い
受
診

率
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
若
い

世
代
へ
の
未
受
診
者
対
策
が
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

住
民
の
健
康
状
況
把
握
の
た

め
に
実
施
し
た
医
療
費
分
析
（
レ

セ
プ
ト
分
析
）
結
果
で
は
、
４０

〜
７４
歳
の
生
活
習
慣
病
全
体
の

有
病
率
は
２７
・
７
%
で
し
た
。

有
病
率
を
年
代
別
に
見
る
と
、

生
活
習
慣
病
全
体
・
高
血
圧
症
・

高
脂
血
症
・
糖
尿
病
・
高
尿
酸

血
症
と
も
に
、
６０
〜
７４
歳
ま
で

が
特
に
高
い
状
況
で
す
。
年
齢

が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
有
病
率

は
増
加
し
て
お
り
、
若
い
世
代

か
ら
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

で
あ
る
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
の
実
施
と
継
続
し
た

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー

チ
（
健
康
づ
く
り
の
国
民
運
動

化
）
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

  

次
回
８
月
号
で
は
、
「
特
定

健
康
診
査
等
実
施
計
画
の
概
要

〜
達
成
目
標
〜
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
課
　
国
保
係

蕁
５３
│

３
１
１
５

「
香
美
市
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た（
そ
の
１
）

 

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
平
成
２０
年
４
月
か
ら
「
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
」
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

 

香
美
市
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
行
う
特
定
健
診
は
、
香
美
市
国

保
の
加
入
者
４０
〜
７４
歳
の
方
に
つ
い
て
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
「
香

美
市
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
」
に
定
め
て
お
り
、
今
月
か
ら

３
回
シ
リ
ー
ズ
で
計
画
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お知らせ

広　報　か　み（ 　）１７ 平成２０年７月号



平成２０年７月号 広　報　か　み （ 　）１８

お知らせ

入院したら、医療費の自己負担額が軽減されることがあります入院したら、医療費の自己負担額が軽減されることがあります入院したら、医療費の自己負担額が軽減されることがあります入院したら、医療費の自己負担額が軽減されることがあります入院したら、医療費の自己負担額が軽減されることがあります

　　申請により認定証の交付を受けると、入院時にかかる自己負担の限度額が下記のとおりになります。

　※国保の方
 ・区分Ⅱとは、世帯主および国保の被保険者全員が住民税非課税である世帯の方。
 ・区分Ⅰとは、世帯主および被保険者全員が住民税非課税で、かつ各所得が必要経費控除（年金の所得は

控除額を80万円として計算）を差し引いたときに０円となる世帯の方。
 
　※後期高齢者医療の方
 ・区分Ⅱとは、世帯全員の方が住民税非課税である方。
 ・区分Ⅰとは、世帯全員の方が住民税非課税で、かつ各所得が必要経費控除(年金の所得は控除額を80万
円として計算)を差し引いたときに０円となる世帯の方。

 
 認定証の有効期限は７月末までとなっており、毎年更新が必要です。更新される方は８月中に更新の手続
きにお越しください。なお、後期高齢者の方は、7月から事前に更新の手続きができます。
 新たに更新、申請をされる方は、下記のものをお持ちの上、保険課国保・医療年金係または香北・物部各
支所までお越しください。

【手続きに必要なもの(更新・新規申請)】
 ①保険証、②認印（国保の方で世帯主以外の方が来られる場合は世帯主と代理人の印鑑）、③旧認定証（現
在お持ちの方のみ）、④過去１年間に91日以上入院された方は、その分の領収書等入院期間のわかるもの
＊後期高齢者の方の申請の場合、代理の方がお越しになるときは上記に加えて代理の方のご身分を確認でき
るもの（免許証、保険証等）をお持ちください。

【問い合わせ先】　保険課　国保・医療年金係　蕁53－3115

○国保加入の方（70歳未満）

所得区分

210円
（9１日以上の入院…160円）

食事代
（１食あたりの負担額）３回目までの自己負担限度額

 80,100円 ＋（総医療費－267,000円）×１％

150,000円 ＋（総医療費－500,000円）×１％

35,400円

一　般

上位所得者※

住民税非課税世帯

260円

260円

○後期高齢者医療・国保の高齢受給者の方（70歳以上）
 住民税非課税世帯の方は、認定証の交付申請が必要になります。

※基礎控除後の総所得金額などが600万円を超える世帯。

所得区分

100円

210円
（９１日以上の入院…160円）

食事代
（１食あたりの負担額）外来＋入院費の自己負担限度額

44,000円

80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％

区分Ⅱ※　24,600円

区分Ⅰ※　15,000円

一　般

一定以上所得者

住民税非課税世帯

260円


